
　　　　

作成日 令和 8 年 3 月 16 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

【1月】初詣　【2月】節分工作 豆まき　【3月】遠足 ひなまつり　【4月】進級祝い　お花見　【5月】こどもの日 母の日工作　【6月】梅雨の工作　父の日工作　【7月】プール 七夕工
作 地元祭りへの参加　【8月】プール 夏祭り　町内会のお祭りへの参加　季節のおやつ作り　【9月】地元祭りへの参加 運動会 十五夜工作　敬老の日工作　【10月】ハロウィンパー
ティー　季節のおやつ作り　芋掘り　【11月】七五三工作　勤労感謝の工作　紅葉工作　紅葉鑑賞　【12月】クリスマス会 地元祭りへの参加

家族支援

・家庭での関わり方のアドバイス
・福祉教育機関との連携支援
・家庭での学習、生活習慣のサポート
・家庭と事業所の連携強化
・子育て上の課題の聞きとりと必要な助言
・保護者同士の繋がりの支援（希望者がいて、それぞれにニーズがある場合に
限る。）

移行支援

・進学、進級への適応支援　　・社会生活スキルの習得支援
・学習習慣、自立スキルの向上
・家族への情報提供や移行先での環境調整
・移行先との援助方針や支援内容等の共有、支援方法の伝達
・子どもの情報、保護者の意向等についての移行先への伝達
・併行利用の場合は、利用日数や時間等の調整
・移行先の受け入れ体制づくりへの協力

地域支援・地域連携

・地域との情報共有、連携強化
・地域の中での自立支援（買い物体験など）
・医療機関、保健所、児童相談所等の専門機関との連携
・教育機関の関係者等との連携
・地域支援の体制の構築のための会議への出席
・個別のケース検討のための会議への出席
・自立支援協議会等への参加

職員の質の向上

・ノートによる日々の情報共有　　・
・ヒヤリハットによる情報共有、対策会議の実施
・各種社内研修の実施
・各種外部研修への参加
・各種資格取得へのサポート
・個別支援計画書更新によるモニタリング前の個別事前会議の実施
・最低月に１回の現場会議

支　援　内　容

・体調管理とセルフケア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・沢山動いてストレスを発散
・生活習慣の定着（家庭、学校生活とのバランスを考え運動習慣などのサポート　）・安全意識の向上（絵本や動画で楽しく学ぶ）
・上手な食事の仕方やマナー
・生活スキル、身の回りの整理整頓（清潔保持、衣類着脱など）

・基礎体力の向上（外遊びを積極的に取り入れ持久力を養う）　　　　　　・スポーツや遊びを通した自己理解
・協調運動とチームプレイの理解、向上（集団遊びで楽しく学ぶ）
・感覚統合の発展（目と手の協応動作を鍛えるため、フリスビーやバトミントンを行う）
・リズム感や身体表現の強化（体操やダンスで楽しく学ぶ）

本
人
支
援

・感覚や認知の活用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・行動障害への予防及び対応
・論理的思考力、記憶力の向上（なぞなぞやクイズで楽しく学ぶ）　　　　　　　・行動の計画性を育む
・問題解決の力の向上（遊びの中でシチュエーションを想像し楽しく学ぶ）　　　・コミュニケーション能力の向上（ごっこ遊びやおままごとで楽しく学ぶ）
・感情コントロールの強化（落ち着ける方法を一緒に探す）

・語彙力・表現力の向上（しりとりなどで楽しく覚える）　　　　　　　　　　　　　　　　　・手紙など実践的なコミュニケーション能力の向上
・会話のキャッチボール
・相手の気持ちを考えた伝え方を学ぶ
・グループでのコミュニケーション力向上（役割を決めて進めるグループ活動などで楽しく学ぶ）

・あいさつ、礼儀の実践（ありがとう、ごめんねを自然に伝える練習）　・年齢に応じた人間関係の構築
・協力する力の育成（チーム対抗ゲームなどで楽しく学ぶ）
・トラブル対応、自己主張のバランスの習得
・公共の場でのマナーを習得（お買い物練習など）

支援方針

・えがおでは、こどもたちが「楽しく学べる」を第一に考えています。
・えがおでは、こどもたちの将来の自立に向けた生活習慣習得をサポートします。
・えがおでは、一人ひとりの「個性」を大切にします。
・えがおでは、こどもたちの目標・課題をご家族と話し合い、支援しています。

営業時間 送迎実施の有無放課後デイサービス：【平日】12:00～18:00　【休日】10:00～18:00

法人（事業所）理念 社会貢献を目的とし、地域とコミュニケーションを図りながら、ご利用者様一人ひとりの気持ちを大切に、地域で信頼と安心を得られる会社を目指していきます。

事業所名 児童デイえがお大宮 支援プログラム　【放課後等デイサービス】


